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開発調査課では、令和７年度より、北海道の「産業」を深く掘り下げ、局内への情
報発信を目的とした調査レポート『Research』の作成を開始しました。本レポート
では、公表資料の整理に加え、事業者等へのヒアリング（聞き取り）調査の結果を踏
まえ、北海道における産業の現状について整理しています。その中から、「北海道の
ウイスキー産業」及び「北海道の宇宙産業」に関する調査結果をとりまとめましたの
で、その概要を紹介します。

北海道の産業を深堀りする調査の概要
（ウイスキー産業・宇宙産業／情報発信の取組『Research』に基づく）
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vol.1 未来を支えるデータセンター。今知るべきこと

vol.2 地域を醸す蒸留酒、ウイスキーとジンが拓く北海道の未来

vol.3 宇宙への扉を開く、北海道と新産業の展望

produced by 開発調査課Research
北海道の「産業」を深掘りする、情報発信型調査レポート
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〇 北海道は、ワイナリーだけでなくウイスキーやジンの蒸留所も増えています。
〇 ウイスキー製造における北海道の強み、蒸留所を核とした地域活性化等の取

組みについて考察するため、道内の蒸留所、観光関係者に対するヒアリング調
査を行いました。

北海道の産業を深堀りする調査の概要
（ウイスキー産業・宇宙産業／情報発信の取組『Research』に基づく）
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調 査 概 要

道内の蒸留所等にヒアリングを
行い、立地場所選定理由、地域へ
の影響、ウイスキー・ジン産業の
発展可能性・課題等を把握。

◇調査手法

◇ヒアリング先
道内３社のウイスキーやジンの

蒸留所へのヒアリングを実施。
出典：国税庁「統計情報（札幌国税局）」（平成12年～令和6年）を基に作成
（https://www.nta.go.jp/about/organization/sapporo/statistics/index.htm）
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地域を醸す蒸留酒、ウイスキーとジンが拓く北海道の未来

北海道は、原材料のトウモロコシや大麦、樽材となるミズナラ、香味形成のピートを入手しやすいことに加
え、ウイスキーの名産地であるスコットランドに類似した冷涼な気候を有していることが強みとなっている。

留意点原材料、製造設備等
・良質な水は製品の個性や付加価値を高める要素水

必
須
条
件

・大麦は生産者の確保が必要
・道内ではトウモロコシは飼料用にも生産されており、ウイスキ

ーの原料用に加工も可能なため、入手は比較的容易

主体となる原料
スコッチウイスキー：大麦(特にモルト)
アメリカンウイスキー：トウモロコシ

※いずれも製造工程上、大麦（麦芽）を使用

・これまでは製樽メーカーは宮崎県の１社に限定されていたが、
最近は道内にも製樽メーカーが新設樽

・道内に製造業者がないため、道外からの調達が必要
・ただし、既存の酒精工場の機械の活用が可能醸造・蒸留設備

・麦芽乾燥工程において、スコッチウイスキー特有のスモーキー
な香味形成に寄与ピート（泥炭）付

加
的
条
件

・北海道の寒暖差が大きい冷涼な気候は、スコットランドに似た
環境としてブランド価値を形成

・インドや台湾など、温暖な気候の地域でも製造
気候

ヒアリング結果
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• ジンは、ウイスキーと異なり、ジュニパーベリーを必須原料とする点以外、原料に制限がない。
• ジュニパーベリーを中心に、多様なボタニカルを組み合わせることで「地域性」を表現しやすい。
• 製造には醸造機械が必要であるものの、樽による熟成は必須ではない。
• 製法や原料選択の自由度が高く、短期間での製品化が可能。
• ウイスキーと比べて初期投資の回収が早く、蒸留所の新設を後押しする要因になっている。

（考察）北海道の強みを活かした地域活性化・産業振興戦略

• スコットランドに類似した風土を活かした産業・観光連携
北海道は、スコットランドに類似した冷涼な気候と、大規模な畑作・酪農地帯という景観資源を有している。
これらの風土や景観を蒸留所見学や地域観光と連動させて活用することで、ウイスキーを軸とした交流人
口・関係人口の増加や、地域経済への波及効果が期待される。

• オール道産原料を核とした地域内産業循環の構築
原材料の地域内調達は、農業と製造業を結びつける重要な要素である。道産コーンウイスキープロジェクト
の知見を活用し、大麦についても生産者が参画しやすい仕組みを整えることで原材料から製品化までを道内
で完結させる産業循環の構築が見込まれる。併せて、オール道産原料に係る認証制度の導入により、品質の
担保とブランド価値の向上が期待される。

• ピート（泥炭）を通じた北海道開発の歴史を活かしたブランド形成
北海道には、泥炭地開発に代表される独自の開拓・開発の歴史がある。ウイスキー製造に用いられるピート
をこうした歴史と結びつけて位置付けることで、北海道ならではの物語性を有するブランド資源としての活
用が考えられる。

～コラム：ジンの特徴～

地域を醸す蒸留酒、ウイスキーとジンが拓く北海道の未来
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地域を醸す蒸留酒、ウイスキーとジンが拓く北海道の未来

「食（しょく）」っていいね！北海道
「北海道のおいしい！」応援隊
発信元：北海道開発局 開発監理部 開発調査課

目指せ、ALL北海道産！
「北海道コーンウイスキー」編

参 考

ひんな

僕たちが、
「北海道のおいしい！」
を応援するよ！

いぺ

北海道開発局HP
※パソコン、スマートフォンからご覧いただけます。

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/chousa/slo5pa000001bu8y.html

YouTube
※スマートフォンでQRコードを
読み取りご視聴ください。

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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北海道の産業を深堀りする調査の概要
（ウイスキー産業・宇宙産業／情報発信の取組『Research』に基づく）
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宇宙への扉を開く。北海道と新産業の現状

調 査 概 要

道内外の宇宙関連企業等にヒアリ
ングを行い、宇宙産業に参入する形
態、行政機関に求められること、北
海道に期待される事項等を把握。

◇調査手法

◇ヒアリング先
道外４社、道内１社の宇宙関連企

業等へのヒアリングを実施。

〇 大樹町は、宇宙空港の立地にとって、世界的にも希な地の利を有していると
言われています。

〇 北海道への宇宙産業の集積に向けた方策について考察するため、道内外の宇
宙関連企業に対するヒアリング調査を行いました。

出典：経済産業省北海道経済産業局ウェブサイト
（https://www.hkd.meti.go.jp/information/aerospace/index.htm）
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宇宙への扉を開く。北海道と新産業の現状

①既存事業からの参入（製造業・精密加工・電子機器など）
もともと自動車、医療機器、金属加工、電子部品、航空産業などに従事していた

企業が、自社の技術を宇宙向けに応用して参入するタイプ
⇒参入の要因としては、リーマンショック後の事業多角化の必要性や、大手企業
からの受託要請などがあげられる。

②大学発ベンチャー（研究成果の事業化）
大学の研究成果（推進系、リモートセンシング、人工衛星技術など）を基盤に研

究者・学生が起業したスピンオフ企業

宇宙産業参入のきっかけ

①少量生産、長期開発
宇宙ビジネスは少量生産・長期開発が前提であり、量産型の事業モデルを基盤と

する日本企業にとっては参入障壁が高い。また、試作納品後、実験開始までの３～
５年にわたり収益が発生しない期間（谷間期間）が生じるため、宇宙事業を単独で
運営するにはリスクが大きく、他事業との組み合わせによる収益補完が必要

②認証規格の必要性（国内・国外）
宇宙関連産業へ参入する際、国内では主要な航空宇宙企業や行政機関、JAXAとの

取引においてJIS Q 9100などの認証取得が必要（スタートアップ企業との取引では
運用が比較的緩やかな場合も多い）。海外市場を視野に入れる場合は、国際規格へ
の適合が必須

ロケット製造の難しさ

ヒアリング結果
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宇宙への扉を開く。北海道と新産業の現状

①ソフト面も含む総合的な支援の必要性
技術面の支援に加え、情報収集、企業マッチング等の”ソフト面”も含めた幅広い

サポート

②中長期を見据えた補助金制度の整備
設備導入時の一時的な補助だけでなく、試作から実装までを継続的に支援する、

期間の長い補助制度
※行政支援に依存せず、企業自ら主体的に行動する姿勢が不可欠との意見が多く聞
かれた。

行政機関に期待すること

①スペースポート（射場）の早急な整備と将来的な発展
北海道の最大の強みである広大な土地を活かした射場の早急な整備と、それに伴

うロケット打上げ回数の増加を期待
北海道に期待すること

ヒアリング結果
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宇宙への扉を開く。北海道と新産業の現状

（考察）北海道ならではの特性を活かした産業集積の形成

①スペースポート（射場）の早期整備と戦略的活用

・スペースポートの早期整備実現のため、オール北海道で関係機関が連携して推進
・帯広空港からの交通インフラ整備や、首都圏等から十勝港への定期船の活用によってスペースポート
へのアクセスを確保

・民間に開かれた宇宙港として、国内外の民間企業・大学・研究機関が利用可能なアジアにおける商業
宇宙港の拠点の形成を目指す

・スペースポートを活かした教育、観光への活用

＜当面＞
北海道の広大な土地という特性を活かし、道外で製造されたロケット部品を射場近くで組み立てる

「最終組立拠点」としての機能強化
↓

＜将来的には＞
スペースポートの整備が進み、打上げ回数が増加

↓
さらなる打上げ回数増加に伴ってロケット等のメンテナンス需要が高まる

↓
この結果、ロケット本体及びロケット部品の道内生産の拡大が期待され、道内外からの宇宙産業の集
積が進む好循環の形成が見込まれる
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宇宙への扉を開く。北海道と新産業の現状

（考察）北海道ならではの特性を活かした産業集積の形成

参考：北海道における宇宙産業の歩み（新産業の創出の好事例）

③農林水産業等を活かした実証フィールドの展開

＜現状＞
農業利用などの既存の技術は様々存在するが、Ｇ

ＰＳによる位置情報や通信サービスを除けば利用が
進んでいない（活用方法を見出せていない）

↓
＜目指すところ＞

現場ニーズの把握と衛星サービスの技術開発を同
時に進める

②道内大学を起点とした宇宙関連企業の創出

＜現状＞
北海道大学発のスタートアップ企業のように、大学の

研究成果を基にした宇宙関連スタートアップが生まれ始
めているものの、事例は限られ、体系的な創出基盤は十
分に整っていない

↓
＜目指すところ＞

道内大学の研究成果が継続的に事業化され、複数の宇
宙関連スタートアップが創出・成長する環境を整えるこ
とで、宇宙産業を先導する知的・産業的拠点を形成

取組等年取組等年

北海道宇宙科学技術創成センター（HASTIC）設立2002
北海道東北開発公庫が「航空宇宙産業基地構想」を発表
（大樹町が候補地）1984

大樹町にインターステラテクノロジズ(株)設立2013大樹町が誘致運動をスタート

1985 北海道スペースポート研究会設立2014
北海道開発庁が北海道総合開発の長期ビジョンとして
「航空宇宙産業基地構想」を盛り込む

SPACE COTAN(株)設立。北海道スペースポート（HOSPO）が本格
稼働開始2021

（1988年～1991年：航空宇宙産業展開調査（当時の開
発局官房開発調査課））

インターステラテクノロジズ(株)がJAXA宇宙戦略基金に採択2025大樹町で小型ロケット打上げ実験実施（文部省）1993


